
自己学習力を育てる自習学習「けテぶれ学習」

今回は自主学習や宿題において活用できる「けテぶれ学習」を紹介します。低学年（１，２年）

ではまだ難しいと思いますが、中学年（３，４年）以上では十分出来ると思います。基本的なや

り方を下記にまとめておきます。「けテぶれ」は以下の頭文字をとっています。

「計画」 その日の学習のめあてを書く。→「明日、学校でテストがあるから計算問題を３ペー

ジやる」（自分で決める。その日にやることを具体的に書く→○○だから○○する。）

「テスト」 ドリル等の問題をノートにやり、自分でマル付けをする。間違えた問題については

「どうすればいいのだろう」、「こうすればいいのではないか」ともう一度考えてか

ら、解答を確認する。

※正しい採点をすることが大切（間違えた問題に自分の成長のチャンスがある。）

「分析」 テストの結果を受けて考えたことや感じたことを書く。→「間違えてくやしい」、「前

に勉強した問題だからできた。」（レベルを上げて具体的な注意事項を書く。「繰り上

がりに注意する」「公式を正しく覚えていなかったので公式を覚え直す。」）

※間違いの分類をする。（自分の間違いの傾向を理解する。）

１ 問題の意味が分からなかった。

２ 問題を正確に読んでいなかった。

３ 分からなかった。

４ 分かっていたのに間違えた。

５ 時間が足りなかった。

「練習」 １ 間違えた問題を再度解く。

２ 同じタイプの問題をやる。

（参考図書）「けテぶれ宿題革命」葛原祥太 著

この学習法のメリットは、「自分の苦手箇所を自分で分析でき、効率よく学習できる」、「学年が

上がっても継続してできる」「やり終えたときに達成感がある」等がありますが、一番のメリッ

トは自己学習力が育つということだと考えます。

是非、家庭学習の際に参考にしていただけると幸いです。

（学校長 小阪一起）
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緑の募金活動（児童会）

５月２３日（月）、２４日（火）の朝休憩に、児童会が

緑の募金活動に取り組んでくれました。緑の募金活動とは、

公益財団法人和歌山県緑化推進会による事業で、集まったお （写 真）

金で森林整備や緑化活動を行います。 本校からは２９８２

円寄付します。募金活動に協力してくれた児童の皆さん、あ

りがとうございました。

英語活動授業 ５月２５日（水）の２限に本校英語専科のルーク先生と ALT

（英語指導助手）のエミリー先生で３年生英語活動の授業を行

いました。エミリー先生がスライドを使って自分のことや出

身国であるトリニダード・トバコの紹介をしてくれました。

（写 真） その後の質問コーナーでは子どもたちはどんどん質問し、ル

ーク先生が通訳をしてやりとりしました。

後半は、ルーク先生が中心となり、みんなで英語の歌を歌いま

した。子どもたちはとても楽しそうに授業に参加し

ていました。

交通安全教室

５月３１日（火）に海南警察署から２名の方に来校いただ

き、低中高の２学年別に、「交通安全について、子ども達の

意識を高めるとともに、その具体的な方法について学び、よ （写 真）

り安全な通学や生活が出来るようにする」という目的で交通

安全教室を実施しました。子どもたちには、学んだことを常

に意識し、安全に生活してもらいたいです。

委員会活動

５，６年生が６つの委員会（児童会、給食放送、環境、体育、

図書、保健）のいずれかに入り月１回のペースで活動していま

す。６／１（水）の委員会では活動内容を見直したり、みんな

（写 真） へのお願いを考えたりしました。また、６／７（火）１４（火）

の朝の集会でそれぞれの活動内容等を発表してくれました。み

なさん、前向きな気持ちで取り組んでいました。

１年生も頑張っています

右の写真は６月１４日（火）４限算数の授業の様子で

す。本時のめあては「あわせていくつをことばやしきで

あらわそう」でした。子どもたちは、問題文をしっかり （写 真）

音読し、ブロックを使って、ひとけたのたし算を勉強し

ました。入学してからまだ、２ヶ月と少しですが、ずい

ぶんと成長した姿が伺えました。


